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このことは，韋応物が自然を観賞する際に友を強く求めていたことの表れであろうという
ことを述べた。 
 第八章では，第七章での考察を承けて，植物に人間と同じ性質を求めている表現がある
ことに着目した。「花意」という表現は，韋応物以前には見られないもので，これに象徴
的なように韋応物は植物の「こころ」を認めていた。こういう表現は，滁州刺史期に見ら
れるようになる。この表現の背景として，故郷を離れ，知己を失った韋応物が，眼前の植
物に友人となることを求めていただろうことが想像されるということを指摘した。 
 第九章では，吏隠意識と自然詩を総合して考えるために，官吏として生活する官舎と自
然物が置かれている庭との境界と言える「窓」の表現を考察した。韋応物の「窓」の表現
の特徴として，①吏隠の思想が詠われる，②悼亡詩に使われる，③自己内省の場を設定す
るという三点が挙げられた。特に③は白居易の思想と共通するものともなっており，中唐
文学の展開という点で重要なポイントになることを指摘した。こうした表現の背景には，
韋応物が滁州刺史期に感じた孤独感があるのではないかということも述べた。 
